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■
は
じ
め
に
　
足
立
区
登
録
記
念
物（
史
跡
）

「
中
曽
根
城
」
は
、
武
蔵
千
葉
氏
と
い
う
一

族
が
拠
点
の
一
つ
と
し
た
城
で
す
。
中
曽
根

神
社
（
本
木
二―

五―

七
）
を
中
心
に
、
南

北
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
四
〇
〇
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
規
模
を
持
つ
城
郭
で
し
た
。
現
在

は
、
開
発
が
進
み
目
立
っ
た
遺
構
は
残
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
濠（
堀
）

跡
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
も
の
が
出
土
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
武
蔵
千
葉
氏

と
中
曽
根
城
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
千
葉
氏
　
千
葉
氏
は
、
下
総
国
千
葉
郡
の

千
葉
荘
（
現
在
の
千
葉
県
千
葉
市
）
を
拠
点

と
す
る
一
族
で
す
。
桓
武
平
氏
の
流
れ
を
く

む
名
族
で
、
鎌
倉
時
代
に
千
葉
常
胤
が
源
頼

朝
に
従
い
、
勢
力
を
拡
大
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
代
々
、
千
葉
氏
は
下
総
国
の
守
護
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

■
千
葉
氏
の
分
裂
　
一
般
的
に
、
応
仁
の
乱

（
一
四
六
七
〜
七
七
）
か
ら
戦
国
時
代
が
始

ま
る
と
さ
れ
ま
す
が
、
関
東
で
は
享
徳
の
乱

（
一
四
五
四
〜
八
二
）
を
幕
開
け
に
し
て
、

戦
国
時
代
に
突
入
し
ま
す
。

　
享
徳
の
乱
は
、
三
〇
年
近
く

続
い
た
大
乱
で
、
京
都
の
将
軍

家
に
反
抗
的
な
関
東
公
方
足
利

成
氏
と
、
関
東
公
方
を
補
佐
す

る
関
東
管
領
上
杉
氏
が
対
立
し

た
こ
と
に
起
因
し
、
関
東
全
体

が
戦
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
乱
の
中
、
千
葉
氏
も

関
東
公
方
と
関
東
管
領
の
い
ず
れ
に
属
す
る

か
で
内
紛
が
生
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
康
正
元

年
（
一
四
五
五
）
に
千
葉
氏
の
本
流
で
関
東

管
領
派
だ
っ
た
千
葉
胤
直
・
宣
胤
親
子
が
胤

直
の
叔
父
で
関
東
公
方
派
で
あ
っ
た
馬
加

（
ま
く
わ
り
）
康
胤
に
よ
っ
て
、
自
害
に
追

い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
本

流
と
傍
流
が
入
れ
替
わ
り
、
馬
加
康
胤
の
系

統
が
千
葉
氏
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

■
武
蔵
千
葉
氏
の
成
立
　
馬
加
康
胤
の
攻
撃

に
よ
り
、
千
葉
胤
直
の
弟
胤
賢
も
自
害
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
胤
賢
の
子
で
あ
る
実

胤
・
自
胤
兄
弟
が
馬
加
康
胤
を
討
つ
べ
く
立

ち
上
が
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
兄
弟
は
苦
戦
し
、
下
総
国
か
ら

武
蔵
国
へ
逃
亡
し
ま
し
た
。
兄
弟
は
名
将
と

し
て
名
高
い
太
田
道
灌
の
支
援
を
受
け
、
実

胤
は
赤
塚
城
（
板
橋
区
）
、
自
胤
は
石
浜
城

（
荒
川
区
）
を
拠
点
と
し
、
下
総
国
へ
の
復

帰
を
目
指
し
ま
す
。

　
結
局
、
兄
弟
の
宿
願
は
果
た
さ
れ
ず
、
寛

正
三
年（
一
四
六
二
）、
実
胤
は
美
濃
国
へ
隠

遁
し
て
消
息
不
明
と
な
り
、
自
胤
が
跡
を
継

　

ぎ
ま
す
が
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
に
自

胤
も
死
去
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
、
自

胤
の
跡
を
実
胤
の
子
守
胤
が
継
ぎ
ま
し
た
。

実
胤
・
自
胤
・
守
胤
と
続
く
系
統
を
武
蔵
千

葉
氏
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

■
中
曽
根
城
と
「
淵
江
」
　
中
曽
根
城
は
、

一
五
世
紀
後
半
〜
一
六
世
紀
初
頭
に
、
下
総

復
帰
の
た
め
の
活
動
拠
点
の
一
つ
と
し
て
武

蔵
千
葉
氏
が
整
備
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
永
正
一
七
年
（
一
五
二
〇
）
、
千
葉
守
胤

と
千
葉
氏
の
遠
縁
に
あ
た
る
東
常
和
（
と
う

つ
ね
か
ず
）
が
、
当
代
随
一
の
文
化
人
と
し

て
知
ら
れ
る
京
都
の
公
家
三
条
西
実
隆
に
和

歌
の
批
評
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
二

人
が
ど
こ
に
い
た
の
か
は
不
明
で
す
が
、
そ

の
三
年
後
、
再
び
東
常
和
が
「
淵
江
」
か
ら

三
条
西
実
隆
に
和
歌
の
批
評
を
求
め
て
い
ま

す
。
「
淵
江
」
は
、
本
木
・
花
畑
・
伊
興
な

ど
を
含
む
広
域
地
名
と
し
て
、
当
時
用
い
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
永
正
一

七
年
に
千
葉
守
胤
が
ど
こ
に
い
た
か
は
不
明

で
す
が
、
お
そ
ら
く
守
胤
も
東
常
和
同
様
に

「
淵
江
」
に
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
淵
江
の
中
で
武
蔵
千
葉
氏
が
拠
点
と
す

る
場
所
は
、
中
曽
根
城
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
所
領
の
分
布
　
十
六
世
紀
初
頭
、
小
田
原

（
神
奈
川
県
）
を
拠
点
と
す
る
戦
国
大
名
の

北
条
氏
が
勢
力
を
拡
大
し
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
武
蔵
千
葉
氏
は
北
条
氏
に
従
属
す
る
こ

と
で
、
家
名
の
存
続
を
図
り
ま
す
。

　
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
に
成
立
し
た

「
小
田
原
衆
所
領
役
帳
」
は
、
北
条
氏
に
従

う
人
々
の
所
領
を
列
記
し
た
も
の
で
、
武
蔵

千
葉
氏
の
所
領
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
武
蔵

千
葉
氏
の
所
領
と
し
て
筆
頭
に
記
さ
れ
て
い

る
の
は
、
千
葉
実
胤
が
入
部
し
た
赤
塚
城
の

周
辺
（
「
赤
塚
六
か
村
」
）
で
す
が
、
他
に

列
記
さ
れ
て
い
る
の
は
「
淵
江
」
を
は
じ
め
、

「
沼
田
村
」
「
伊
興
村
」
「
保
木
間
村
」

「
寺
（
千
）
住
村
」
な
ど
、
現
在
の
足
立
区

域
内
が
全
体
の
六
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
現
足
立
区
域
が
武

蔵
千
葉
氏
の
有
力
な
拠
点
の
一
つ
だ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

■
中
曽
根
と
い
う
場
所
　
中
曽
根
と
い
う
地

名
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
確
認
で
き

る
も
の
で
す
。
戦
国
時
代
に
中
曽
根
城
が
な

ん
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
不
明
で
す
が
、
淵

江
城
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
そ
ね
」
（
曽
根
・
曽
禰
・

曽
尼
な
ど
）
と
い
う
地
名
は
、
周
囲
よ
り
少

し
高
い
丘
の
よ
う
な
場
所
（
自
然
堤
防
）
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
全
国
的
に
分
布

し
て
お
り
、
中
曽
根
は
「
そ
ね
」
の
中
央
で

あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

中
曽
根
城
の
あ
る
場
所
は
防
御
に
適
し
た
城

を
築
く
の
に
ち
ょ
う
ど
い
い
場
所
と
な
り
ま

す
。

　
ち
な
み
に『
新
編
武
蔵
風
土
記
』は
、
中
曽

根
に「
ナ
カ
ゾ
ネ
」と
ル
ビ
を
振
っ
て
い
ま
す
。

■
中
曽
根
神
社
の
由
緒
　
中
曽
根
神
社
は
、

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
、
妙
見
社
と
興

野
に
あ
っ
た
雷
神
社
を
合
祀
し
て
創
建
さ
れ

ま
し
た
。

　
妙
見
は
、
北
極
星
・
北
斗
七
星
を
信
仰
す

る
も
の
で
、
千
葉
氏
が
篤
く
崇
敬
し
、
千
葉

氏
の
家
紋
月
星
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

千
葉
氏
が
い
た
と
こ
ろ
に
は
必
ず
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
妙
見
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
中
曽
根
神
社
に
は
、
江
戸
時
代
の
絵
馬
が

残
さ
れ
て
お
り
、
妙
見
社
に
参
詣
す
る
た
く

さ
ん
の
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
た
様
子
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

■
江
戸
時
代
の
中
曽
根
城
址
　
中
曽
根
城
の

存
在
は
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
』
に
「
コ
ヽ

ニ
又
千
葉
某
ノ
城
蹟
ト
云
所
ア
リ
。
六
丁
四

方
許
。
外
構
ノ
掘
。
及
ビ
土
居
ノ
蹟
ノ
ミ
残

レ
ド
。
其
内
ハ
今
畑
ト
ナ
レ
リ
」
と
あ
り
、

江
戸
時
代
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
堀
（
濠
）
や

土
居
（
土
塁
）
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
時
代
を

経
て
、
中
曽
根
城
の
実
態
は
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。

■
発
掘
調
査
　
そ
う
し
た
な
か
、
平
成
六
年

十
二
月
、
白
元
足
立
ビ
ル
（
本
木
二―

四
）

の
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
の
際
、
長
さ
一
九

メ
ー
ト
ル
、
幅
七
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
巨
大

な
濠
跡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
世

の
井
戸
跡
や
、
曲
輪
（
く
る
わ
・※

城
の
防

御
区
画
）
と
曲
輪
を
つ
な
い
だ
と
み
ら
れ
る

橋
脚
の
跡
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
中
曽
根
城
の
存
在
が
あ
ら
た
め
て
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

■
縄
張
の
復
元
　
縄
張
は
、
城
の
曲
輪
や
堀

（
濠
）
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
配
置
す
る
か
と

い
っ
た
プ
ラ
ン
の
こ
と
で
す
。
中
曽
根
城
の

正
確
な
縄
張
は
不
明
で
す
が
、
近
代
ま
で
残

さ
れ
て
い
た
用
水
路
や
、
東
京
都
が
実
施
し

た
地
底
レ
ー
ダ
ー
探
査
な
ど
に
よ
っ
て
、
縄

張
り
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
西
側
の
曲
輪
に
ク
ラ
ン
ク
が

多
く
、
敵
の
側
面
か
ら
矢
を
射
や
す
く
な
っ

て
い
た
様
子
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
曽
根
城
の
周
辺
に
は
、
「
小
屋

の
内
手
（
う
ち
で
）」
や
「
出
戸（
で
と
）」

な
ど
、
城
と
関
係
の
あ
る
地
名
も
伝
承
さ
れ

お
り
、
城
の
縄
張
を
考
え
る
参
考
に
な
っ
て

い
ま
す
。

■
武
蔵
千
葉
氏
の
滅
亡
　
北
条
氏
は
天
正
一

八
年（
一
五
九
〇
）に
羽
柴（
豊
臣
）秀
吉
に
よ

っ
て
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
武
蔵
千
葉
氏

は
守
胤
以
降
も
数
代
続
き
ま
す
が
、
北
条
氏

と
運
命
を
共
に
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
一
〇

〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
足
立
区
の
一
部
を
支
配

し
て
い
た
武
蔵
千
葉
氏
は
滅
亡
し
た
の
で
す
。

　
発
掘
の
結
果
、
中
曽
根
城
は
、
一
六
世
後

半
に
廃
城
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
は
、
武
蔵
千
葉
氏
の
滅
亡
の
時
期

と
重
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
中
曽
根
神
社
に
は
、
中
曽
根
城

の
文
化
財
説
明
板
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

中
曽
根
神
社
お
よ
び
氏
子
の
方
々
の
ご
理
解

を
得
、
三
月
に
新
設
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
、
ぜ
ひ
現
地
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
（
佐
藤
貴
浩
　
文
化
財
係
学
芸
員
）

中
曽
根
城
址
（
中
曽
根
神
社
）

はい、文化財係です46　武蔵千葉氏と中曽根城…
十ニ年ぶりの復活　足立二丁目の庚申祭…　　　　お化け煙突60年追録②…

関係系図

はい、文化財係です 46　
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蔵
千
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氏
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■
は
じ
め
に
　
足
立
区
登
録
記
念
物（
史
跡
）

「
中
曽
根
城
」
は
、
武
蔵
千
葉
氏
と
い
う
一

族
が
拠
点
の
一
つ
と
し
た
城
で
す
。
中
曽
根

神
社
（
本
木
二―

五―

七
）
を
中
心
に
、
南

北
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
四
〇
〇
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
規
模
を
持
つ
城
郭
で
し
た
。
現
在

は
、
開
発
が
進
み
目
立
っ
た
遺
構
は
残
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
濠（
堀
）

跡
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
も
の
が
出
土
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
武
蔵
千
葉
氏

と
中
曽
根
城
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
千
葉
氏
　
千
葉
氏
は
、
下
総
国
千
葉
郡
の

千
葉
荘
（
現
在
の
千
葉
県
千
葉
市
）
を
拠
点

と
す
る
一
族
で
す
。
桓
武
平
氏
の
流
れ
を
く

む
名
族
で
、
鎌
倉
時
代
に
千
葉
常
胤
が
源
頼

朝
に
従
い
、
勢
力
を
拡
大
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
代
々
、
千
葉
氏
は
下
総
国
の
守
護
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

■
千
葉
氏
の
分
裂
　
一
般
的
に
、
応
仁
の
乱

（
一
四
六
七
〜
七
七
）
か
ら
戦
国
時
代
が
始

ま
る
と
さ
れ
ま
す
が
、
関
東
で
は
享
徳
の
乱

（
一
四
五
四
〜
八
二
）
を
幕
開
け
に
し
て
、

戦
国
時
代
に
突
入
し
ま
す
。

　
享
徳
の
乱
は
、
三
〇
年
近
く

続
い
た
大
乱
で
、
京
都
の
将
軍

家
に
反
抗
的
な
関
東
公
方
足
利

成
氏
と
、
関
東
公
方
を
補
佐
す

る
関
東
管
領
上
杉
氏
が
対
立
し

た
こ
と
に
起
因
し
、
関
東
全
体

が
戦
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
乱
の
中
、
千
葉
氏
も

関
東
公
方
と
関
東
管
領
の
い
ず
れ
に
属
す
る

か
で
内
紛
が
生
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
康
正
元

年
（
一
四
五
五
）
に
千
葉
氏
の
本
流
で
関
東

管
領
派
だ
っ
た
千
葉
胤
直
・
宣
胤
親
子
が
胤

直
の
叔
父
で
関
東
公
方
派
で
あ
っ
た
馬
加

（
ま
く
わ
り
）
康
胤
に
よ
っ
て
、
自
害
に
追

い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
本

流
と
傍
流
が
入
れ
替
わ
り
、
馬
加
康
胤
の
系

統
が
千
葉
氏
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

■
武
蔵
千
葉
氏
の
成
立
　
馬
加
康
胤
の
攻
撃

に
よ
り
、
千
葉
胤
直
の
弟
胤
賢
も
自
害
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
胤
賢
の
子
で
あ
る
実

胤
・
自
胤
兄
弟
が
馬
加
康
胤
を
討
つ
べ
く
立

ち
上
が
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
兄
弟
は
苦
戦
し
、
下
総
国
か
ら

武
蔵
国
へ
逃
亡
し
ま
し
た
。
兄
弟
は
名
将
と

し
て
名
高
い
太
田
道
灌
の
支
援
を
受
け
、
実

胤
は
赤
塚
城
（
板
橋
区
）
、
自
胤
は
石
浜
城

（
荒
川
区
）
を
拠
点
と
し
、
下
総
国
へ
の
復

帰
を
目
指
し
ま
す
。

　
結
局
、
兄
弟
の
宿
願
は
果
た
さ
れ
ず
、
寛

正
三
年（
一
四
六
二
）、
実
胤
は
美
濃
国
へ
隠

遁
し
て
消
息
不
明
と
な
り
、
自
胤
が
跡
を
継

　

ぎ
ま
す
が
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
に
自

胤
も
死
去
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
、
自

胤
の
跡
を
実
胤
の
子
守
胤
が
継
ぎ
ま
し
た
。

実
胤
・
自
胤
・
守
胤
と
続
く
系
統
を
武
蔵
千

葉
氏
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

■
中
曽
根
城
と
「
淵
江
」
　
中
曽
根
城
は
、

一
五
世
紀
後
半
〜
一
六
世
紀
初
頭
に
、
下
総

復
帰
の
た
め
の
活
動
拠
点
の
一
つ
と
し
て
武

蔵
千
葉
氏
が
整
備
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
永
正
一
七
年
（
一
五
二
〇
）
、
千
葉
守
胤

と
千
葉
氏
の
遠
縁
に
あ
た
る
東
常
和
（
と
う

つ
ね
か
ず
）
が
、
当
代
随
一
の
文
化
人
と
し

て
知
ら
れ
る
京
都
の
公
家
三
条
西
実
隆
に
和

歌
の
批
評
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
二

人
が
ど
こ
に
い
た
の
か
は
不
明
で
す
が
、
そ

の
三
年
後
、
再
び
東
常
和
が
「
淵
江
」
か
ら

三
条
西
実
隆
に
和
歌
の
批
評
を
求
め
て
い
ま

す
。
「
淵
江
」
は
、
本
木
・
花
畑
・
伊
興
な

ど
を
含
む
広
域
地
名
と
し
て
、
当
時
用
い
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
永
正
一

七
年
に
千
葉
守
胤
が
ど
こ
に
い
た
か
は
不
明

で
す
が
、
お
そ
ら
く
守
胤
も
東
常
和
同
様
に

「
淵
江
」
に
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
淵
江
の
中
で
武
蔵
千
葉
氏
が
拠
点
と
す

る
場
所
は
、
中
曽
根
城
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
所
領
の
分
布
　
十
六
世
紀
初
頭
、
小
田
原

（
神
奈
川
県
）
を
拠
点
と
す
る
戦
国
大
名
の

北
条
氏
が
勢
力
を
拡
大
し
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
武
蔵
千
葉
氏
は
北
条
氏
に
従
属
す
る
こ

と
で
、
家
名
の
存
続
を
図
り
ま
す
。

　
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
に
成
立
し
た

「
小
田
原
衆
所
領
役
帳
」
は
、
北
条
氏
に
従

う
人
々
の
所
領
を
列
記
し
た
も
の
で
、
武
蔵

千
葉
氏
の
所
領
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
武
蔵

千
葉
氏
の
所
領
と
し
て
筆
頭
に
記
さ
れ
て
い

る
の
は
、
千
葉
実
胤
が
入
部
し
た
赤
塚
城
の

周
辺
（
「
赤
塚
六
か
村
」
）
で
す
が
、
他
に

列
記
さ
れ
て
い
る
の
は
「
淵
江
」
を
は
じ
め
、

「
沼
田
村
」
「
伊
興
村
」
「
保
木
間
村
」

「
寺
（
千
）
住
村
」
な
ど
、
現
在
の
足
立
区

域
内
が
全
体
の
六
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
現
足
立
区
域
が
武

蔵
千
葉
氏
の
有
力
な
拠
点
の
一
つ
だ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

■
中
曽
根
と
い
う
場
所
　
中
曽
根
と
い
う
地

名
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
確
認
で
き

る
も
の
で
す
。
戦
国
時
代
に
中
曽
根
城
が
な

ん
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
不
明
で
す
が
、
淵

江
城
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
そ
ね
」
（
曽
根
・
曽
禰
・

曽
尼
な
ど
）
と
い
う
地
名
は
、
周
囲
よ
り
少

し
高
い
丘
の
よ
う
な
場
所
（
自
然
堤
防
）
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
全
国
的
に
分
布

し
て
お
り
、
中
曽
根
は
「
そ
ね
」
の
中
央
で

あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

中
曽
根
城
の
あ
る
場
所
は
防
御
に
適
し
た
城

を
築
く
の
に
ち
ょ
う
ど
い
い
場
所
と
な
り
ま

す
。

　
ち
な
み
に『
新
編
武
蔵
風
土
記
』は
、
中
曽

根
に「
ナ
カ
ゾ
ネ
」と
ル
ビ
を
振
っ
て
い
ま
す
。

■
中
曽
根
神
社
の
由
緒
　
中
曽
根
神
社
は
、

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
、
妙
見
社
と
興

野
に
あ
っ
た
雷
神
社
を
合
祀
し
て
創
建
さ
れ

ま
し
た
。

　
妙
見
は
、
北
極
星
・
北
斗
七
星
を
信
仰
す

る
も
の
で
、
千
葉
氏
が
篤
く
崇
敬
し
、
千
葉

氏
の
家
紋
月
星
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

千
葉
氏
が
い
た
と
こ
ろ
に
は
必
ず
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
妙
見
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
中
曽
根
神
社
に
は
、
江
戸
時
代
の
絵
馬
が

残
さ
れ
て
お
り
、
妙
見
社
に
参
詣
す
る
た
く

さ
ん
の
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
た
様
子
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

■
江
戸
時
代
の
中
曽
根
城
址
　
中
曽
根
城
の

存
在
は
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
』
に
「
コ
ヽ

ニ
又
千
葉
某
ノ
城
蹟
ト
云
所
ア
リ
。
六
丁
四

方
許
。
外
構
ノ
掘
。
及
ビ
土
居
ノ
蹟
ノ
ミ
残

レ
ド
。
其
内
ハ
今
畑
ト
ナ
レ
リ
」
と
あ
り
、

江
戸
時
代
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
堀
（
濠
）
や

土
居
（
土
塁
）
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
時
代
を

経
て
、
中
曽
根
城
の
実
態
は
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。

■
発
掘
調
査
　
そ
う
し
た
な
か
、
平
成
六
年

十
二
月
、
白
元
足
立
ビ
ル
（
本
木
二―

四
）

の
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
の
際
、
長
さ
一
九

メ
ー
ト
ル
、
幅
七
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
巨
大

な
濠
跡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
世

の
井
戸
跡
や
、
曲
輪
（
く
る
わ
・※

城
の
防

御
区
画
）
と
曲
輪
を
つ
な
い
だ
と
み
ら
れ
る

橋
脚
の
跡
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
中
曽
根
城
の
存
在
が
あ
ら
た
め
て
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

■
縄
張
の
復
元
　
縄
張
は
、
城
の
曲
輪
や
堀

（
濠
）
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
配
置
す
る
か
と

い
っ
た
プ
ラ
ン
の
こ
と
で
す
。
中
曽
根
城
の

正
確
な
縄
張
は
不
明
で
す
が
、
近
代
ま
で
残

さ
れ
て
い
た
用
水
路
や
、
東
京
都
が
実
施
し

た
地
底
レ
ー
ダ
ー
探
査
な
ど
に
よ
っ
て
、
縄

張
り
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
西
側
の
曲
輪
に
ク
ラ
ン
ク
が

多
く
、
敵
の
側
面
か
ら
矢
を
射
や
す
く
な
っ

て
い
た
様
子
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
曽
根
城
の
周
辺
に
は
、
「
小
屋

の
内
手
（
う
ち
で
）」
や
「
出
戸（
で
と
）」

な
ど
、
城
と
関
係
の
あ
る
地
名
も
伝
承
さ
れ

お
り
、
城
の
縄
張
を
考
え
る
参
考
に
な
っ
て

い
ま
す
。

■
武
蔵
千
葉
氏
の
滅
亡
　
北
条
氏
は
天
正
一

八
年（
一
五
九
〇
）に
羽
柴（
豊
臣
）秀
吉
に
よ

っ
て
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
武
蔵
千
葉
氏

は
守
胤
以
降
も
数
代
続
き
ま
す
が
、
北
条
氏

と
運
命
を
共
に
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
一
〇

〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
足
立
区
の
一
部
を
支
配

し
て
い
た
武
蔵
千
葉
氏
は
滅
亡
し
た
の
で
す
。

　
発
掘
の
結
果
、
中
曽
根
城
は
、
一
六
世
後

半
に
廃
城
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
は
、
武
蔵
千
葉
氏
の
滅
亡
の
時
期

と
重
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
中
曽
根
神
社
に
は
、
中
曽
根
城

の
文
化
財
説
明
板
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

中
曽
根
神
社
お
よ
び
氏
子
の
方
々
の
ご
理
解

を
得
、
三
月
に
新
設
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
、
ぜ
ひ
現
地
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
（
佐
藤
貴
浩
　
文
化
財
係
学
芸
員
）

二
　武
蔵
千
葉
氏
と
中
曽
根
城

三
　発
掘
調
査
と
武
蔵
千
葉
氏
の
滅
亡
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昨
年
十
二
月
二
十
二
日
、
足
立
東
町
会
の

会
員
を
中
心
に
庚
申
祭
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
本
稿
で
は
庚
申
祭
の
様
子
を
紹
介
し
ま

す
。

　
庚
申
信
仰
と
は
道
教
に
由
来
す
る
信
仰
で

す
。
庚
申
（
か
の
え
さ
る
）
は
十
干
十
二
支

の
組
み
合
わ
せ
を
日
に
ち
に
あ
て
は
め
た
も

の
で
、
六
十
日
に
一
回
め
ぐ
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
日
は
人
々
が
集
ま
っ
て
夜
通
し
寝
ず
に

過
ご
す
庚
申
待
（
こ
う
し
ん
ま
ち
）
が
お
こ

　

な
わ
れ
ま
し
た
。
庚
申
の
日
は
正
々
堂
々
と

夜
更
か
し
を
で
き
る
日
で
も
あ
り
、
江
戸
時

代
に
な
る
と
民
衆
の
間
で
流
行
し
ま
し
た
。

庚
申
講
で
は
記
念
と
し
て
し
ば
し
ば
庚
申
塔

と
呼
ば
れ
る
石
塔
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

■
足
立
東
町
会
内
の
庚
申
塔
　
足
立
東
町
内

に
は
足
立
二
丁
目
三
十
一
番
地
①
と
三
十
六

番
地
②
に
庚
申
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
の
庚
申
塔
は
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
に

五
反
野
村
講
中
の
十
二
人
の
施
主
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た
二
基
で
す
。
「
足
立
区
旧
町
村

古
道
図
」
を
確
認
す
る
と
、
古
道
の
脇
に
位

置
し
て
お
り
、
西
五
反
野
耕
地
と
沼
田
耕
地

の
境
界
沿
い
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

②
の
庚
申
塔
は
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
に

十
四
人
の
施
主
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の

と
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
二
十
四
人

の
施
主
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

明
治
時
代
の
迅
速
図
を
確
認
す
る
と
、
庚

申
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
道
（
【
図
１
】

の
着
色
し
た
道
）
が
存
在
し
、
古
く
か
ら

あ
る
辻
に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
辻
に
建
て
ら
れ
た
の
に
は
魔
除
け

の
意
味
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
庚
申
祭
の
概
要
　
当
日
は
十
時
四
十
分

頃
に
①
の
庚
申
塔
の
向
か
い
に
あ
る
消
防

団
の
格
納
庫
の
前
で
、
五
反
野
祭
囃
子
保

存
会
の
会
員
に
よ
っ
て
一
回
目
の
お
囃
子

が
演
奏
さ
れ
始
ま
り
ま
し
た
。
十
時
五
五

分
に
二
回
目
の
演
奏
が
お
こ
な
わ
れ
た
あ

と
、
綾
瀬
稲
荷
神
社
の
二
名
の
神
職
が
到

着
し
、
幣
束
や
榊
が
供
え
ら
え
ま
し
た
。

十
一
時
に
な
る
と
、
神
職
に
よ
っ
て
祝
詞

の
奏
上
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
祭
礼
に
参

加
し
た
十
四
名
の
町
会
の
人
達
は
厳
か
に
礼

を
し
て
祝
詞
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

参
加
者
一
人
一
人
が
神
職
か
ら
受
け
取
っ
た

玉
串
を
奉
納
し
拝
礼
を
し
ま
し
た
。
①
の
庚

申
塔
で
の
神
事
が
終
了
す
る
と
、
徒
歩
で
②

の
庚
申
塔
に
移
動
し
ま
し
た
。
②
の
庚
申
塔

の
向
か
い
に
あ
る
プ
チ
テ
ラ
ス
の
前
で
お
囃

子
の
演
奏
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
演
奏
が

終
わ
る
と
、
①
の
庚
申
塔
と
同
様
に
祝
詞
の

奏
上
と
玉
串
拝
礼
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
送
り
囃
子
が
演
奏
さ
れ
、
庚
申
祭
は

終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
足
立
東
町
会
会

館
に
集
ま
り
、
昼
食
を
兼
ね
た
直
会
（
な
お

ら
い
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。
直
会
で
は
、
お

酒
や
仕
出
し
の
弁
当
を
食
べ
つ
つ
、
昔
の
庚

申
祭
の
様
子
を
回
顧
し
た
り
と
て
も
に
ぎ
や

か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　
庚
申
祭
は
戦
前
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
戦
争
の
影
響
で
一
度
断
絶
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
年
代
に
有
志
に
よ

っ
て
お
囃
子
の
講
習
会
が
開
か
れ
、
庚
申
祭

も
復
活
し
ま
し
た
。
庚
申
祭
は
平
成
二
十
四

年
以
降
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
十

二
年
振
り
に
復
活
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
二
〇
二
四
年
最
後
の
庚
申
の
日
で

あ
る
十
二
月
二
十
二
日
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
が
、
以
前
は
庚
申
の
日
に
こ
だ
わ
ら
ず
十

二
月
の
日
曜
日
の
昼
間
に
お
こ
な
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
戦
前
の
祭
礼
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
す
が
、
昭
和
三

十
年
代
に
は
、
祭
礼
の
日
が
江
戸
時
代
の
よ

う
な
庚
申
の
日
の
夜
で
な
か
っ
た
の
に
は
、

庚
申
待
が
お
こ
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
後
に

「
庚
申
祭
」
と
し
て
、
時
代
に
合
わ
せ
た
新

た
な
祭
礼
が
創
出
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

■
お
わ
り
に
　
地
域
の
祭

礼
は
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
を
知
り
、
地
域
の
結
束

を
図
る
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
昨
今
、
少
子
高
齢
化

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
に
よ
り
地
域
の
祭

礼
の
中
止
が
相
次
ぐ
な
か

で
庚
申
祭
の
復
活
は
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
末
永

く
祭
礼
の
継
承
が
続
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

【写真１】庚申祭の様子（足立2丁目31）

【図１】足立東町会内の庚申塔
（足立2丁目付近）

間
所
瑛
史

十
二
年
ぶ
り
の
復
活

足
立
二
丁
目
の
庚
申
祭

西
之
宮
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②
千
住
発
電
所
と

千
住
火
力
発
電
所

お
化
け
煙
突
　
年
追
録

60

■
千
住
発
電
所
　
明
治
三
十
九
年
、
東
京
電

燈
株
式
会
社
は
、
南
千
住
に
合
計
出
力
四
千

五
百
kw
の
火
力
発
電
所
を
建
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
発
電
所
は
、
蒸
気
の
圧
力
で
シ
リ
ン

ダ
ー
の
ピ
ス
ト
ン
を
動
か
し
、
そ
の
運
動
で

動
力
を
得
る
蒸
気
機
関
方
式
か
ら

蒸
気
を
羽
根
車
に
当
て
、
液
体
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
転
運
動
に
変
換

し
て
動
力
を
得
る
蒸
気
タ
ー
ビ
ン

方
式
を
採
用
し
ま
し
た
。

　
構
内
に
電
気
製
品
関
係
の
工
場

棟
を
敷
設
し
、
電
線
・
変
圧
器
な
ど
の
製
作
、

修
理
を
行
っ
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
構
内

に
は
、
使
用
し
た
蒸
気
を
復
水
と
す
る
た
め

の
冷
却
水
取
水
・
排
水
路
（
石
炭
搬
入
水
路

と
の
説
も
あ
る
）
が
あ
り
、
地
元
民
は
、
電

灯
堀
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
水
力
発
電
所
の
拡
充
に
よ
る
受

給
調
整
の
結
果
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

■
千
住
火
力
発
電
所
　
千
住
火
力
発
電
所
に

つ
い
て
は
足
立
史
談
で
紹
介
し
ま
し
た
の
で
、

建
設
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
発
電
所
の
構
造
お
よ
び
煙
突
設
計
は
内
藤

多
仲
（
な
い
と
う
・
た
ち
ゅ
う
）
氏
が
行
い
、

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
造
成

工
事
が
終
わ
り
、
十
四
年
に
本
館
完

成
、
十
五
年
に
一
・
二
号
汽
機
（
タ

ー
ビ
ン
）
・
発
電
機
が
営
業
運
転
を

開
始
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
か
な
り

の
突
貫
工
事
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
残
念
で
す
が
、
建
設
時
の
資
料
は

煙
突
の
写
真
の
み
で
、
建
設
し
て
い

る
の
は
２
号
煙
突
で
す
。
平
面
図
と
合
わ
せ

る
と
よ
く
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

※

内
藤
多
仲
氏
は
東
京
タ
ワ
ー
の
設
計
者
で

も
あ
り
ま
す
。

　
十
四
年
末
に
は
、
汽
缶
（
ボ
イ
ラ
ー
）
も

⑥
号
缶
か
ら
⑫
号
缶
ま
で
の
七
缶
と
煙
突
三

本
、
一
号
汽
機
・
発
電
機
の
据
え
付
け
が
完

了
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
読
者
は
、
「
１
号
煙
突
や
①
号
か

ら
⑤
号
ま
で
の
汽
缶
が
出
来
て
い
な
い
の
に
、

な
ぜ
一
号
汽
機
・
発
電
機
が
動
く
の
だ
ろ
う

か
？
」
と
思
わ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ご
も
っ
と
も
な
疑
問
で
す
が
、
千
住
火
力

発
電
所
は
各
汽
缶
で
作
ら
れ
た
蒸
気
を
ス
チ

ー
ム
レ
シ
ー
バ
ー
（
蒸
気
溜
め
）
に
集
め
、

そ
こ
か
ら
各
汽
機
に
送
っ
て
発
電
す
る
た
め
、

ど
の
汽
機
・
発
電
機
で
も
動
か
す
こ
と
が
可

能
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
を
「
多
機
多

缶
式
」
と
い
い
ま
す
。

　
一
号
汽
機
・
発
電
機
が
大
正
十
五
年

一
月
、
二
号
汽
機
・
発
電
機
が
四
月
に

運
転
を
開
始
し
、
出
力
五
万
kw
の
第
一

期
工
事
が
終
わ
り
、
残
り
の
１
号
煙
突

と
、
①
号
か
ら
⑤
号
ま
で
の
汽
缶
は
昭

和
二
年
八
月
ま
で
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
三
号
汽
機
・
発
電
機
の
建

設
を
進
め
、
昭
和
四
年
四
月
に
運
転
を

開
始
し
、
総
出
力
七
万
五
千
kw
の
新
鋭

火
力
と
し
て
東
京
の
五
分
の
一
の
電
力

を
ま
か
な
う
威
容
を
誇
る
発
電
所
が
誕

生
し
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
元
千
住
火
力
発
電
所
所
員
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隣りは３号、手前は４
号煙突。

建設中の２号煙突

大正15年当初の完成運転は、枠線外の一号・二
号汽機・発電機、2～4号煙突、⑥～⑫汽缶。

発電所内部と建設・運転開始時期


